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自動車産業のサーキュラーエコノミー移行に向けた 

中期的アクションプラン作成に関する調査報告書をまとめました 

～資源循環モデル（2035 年想定）の実現に向けた取組の方向性～ 

中部経済産業局では、中部地域の基幹産業である自動車産業のサーキュラーエコノミー移

行を目指しています。今般、令和5年度調査でとりまとめた水平リサイクルに向けた課題とア

クションプランを基に、「アルミニウム展伸材」と「駆動用モーター」を重点検討テーマに設定

し、2035年を想定した資源循環モデルの実現に向けた課題の整理を行い、取組の方向性を

まとめました。 

 

1．調査の背景・目的 

近年、国際的な資源需要の拡大と地政学的リスクの高まりによる資源制約や気候変動など環

境制約の観点から、従来のリニアエコノミーから「サーキュラーエコノミー（CE）」への移行が世

界的に急務となっています。自動車産業では、欧州において ELV 規則案が発出されるなど、

資源循環に関する周辺状況も急激に変化してきており、自動車メーカーも樹脂をはじめとした

資源循環について取組を加速しています。 

 

中部経済産業局では、令和 5 年度にとりまとめた再資源化の現状や水平リサイクルに向けた

課題、アクションプランを基に、自動車メーカーまたは静脈企業単独では取組が困難な課題に

ついて、中期的視野（概ね 2035 年）で動静脈企業双方と議論を行い、実現のための具体的な

アクションを検討しました。 

 

2．調査の内容・成果 

 自動車メーカーとの意見交換を踏まえ、「アルミニウム展伸材」と「駆動用モーター」を重点

検討テーマに設定。 

 「アルミニウム展伸材」は、「素材」の資源循環という観点で再生資源の供給強化を、「駆動

用モーター」は、「部品」の資源循環という観点で部品レベルでの循環促進といった、素材と

部品それぞれの観点から検討。 

 設定したテーマ毎に、資源循環モデル（2035 年想定）を検討し、実現するために必要な内容

について動脈側及び静脈側企業等と議論を行い、想定課題を抽出。 

 関連する CE 政策や業界動向をふまえ、中期的な視点で取組の方向性をとりまとめ。 

 特に「アルミニウム展伸材」については、素材メーカーと静脈企業のすり合わせにより、再生

アルミ展伸材規格と高品質スクラップ規格を連動させて策定することの重要性を整理。 

 

3．今後の取組 

とりまとめた内容について、業界団体等へ提案し、サーキュラーパートナーズなどのサーキ

ュラーエコノミー移行に向けた取組の加速化を目指します。 

 

【別紙】アクションプラン（令和 5 年度）、資源循環モデル・取組の方向性・取組案（令和 6 年度） 



 

 

 

【参考】令和 6 年度「自動車産業のサーキュラーエコノミー移行に向けた中期的アクションプラ

ン作成に関する調査事業」調査報告書 

（報告書掲載 URL） 

https://www.chubu.meti.go.jp/d21kankyo/cesearch/result/20250526/index.html 

    

 （お問合せ先） 

   中部経済産業局 資源エネルギー環境部 環境・資源循環経済課長 二ノ宮 

     担当：西谷 

      電話：052-951-2768（直通）  

     メール：bzl-chb-kankyo@meti.go.jp 

 

 


